
世界の森林と林業



「だいち」レーダーによるデータで作成された森林分布図



(１)世界の森林面積（ 億ha）
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地球が直径1mだとして
面積は2畳,森林はB4の

大きさ



(２)森林タイプ別の構成割合

①熱帯林（４８％；乱伐が進む）

②温帯林（１６％；人工林が多い．急激に減少）

③冷帯林（別名:タイガ） (３６％）
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(３)国土面積に占める森林面積の割合で(森林率)が６０%を超える国



■山がち、あるいは寒冷で、耕地化があまり進んでいない

→ （７３．９％）・ （６６．９％）など。
フィンランド スウェーデン

■降水量が多く湿潤な

→ （６８％）・ （６３．５％）など。
日本 韓国

北欧
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(４)地域別の森林率の特徴

※世界平均は ％程３０

南アメリカ 東アジア ヨーロッパ 北アフリカ選択肢:



④ 東アジア・・・・・・ ％程度

① 南アメリカ・・・・・ ％程度

② ヨーロッパ・・・・・ ％程度。４０

５０

３０

２０

１０⑤ 北アフリカ・・・・・ ％程度

→ アマゾン流域に熱帯林が発達するため比較的高率。

→ 人工林が多いため,比較的高率。

→ 平野部や山麓部は耕地・牧草地で、山岳部は乾燥地
となっているために森林割合が小さい。

③ 北アメリカ・・・・・ ％程度

→ 内陸部が乾燥地や、チベット高原のような高冷地のため、
森林面積割合は小さい。

→ サハラ砂漠が広がるため、森林面積割合は小さい。



(５)森林面積の増減の傾向



①増加地域・・・ アジア(中国) ヨーロッパ

②減少地域・・・ 南アメリカアフリカ

→中国,ベトナムで植林進む

→人口増加による過放牧・過耕作，農業開発で森林破壊

選択肢: 南アメリカ アジア ヨーロッパ アフリカ



(３)木材の輸出入上位国

…かつては熱帯林の生産が盛んだったが,現在は の生産
が中心

■輸出は１位 ・２位 ・３位 .

■輸入は１位 ・２位 ・３位 .

①丸太

冷帯林

ロシア アメリカニュージーランド

中国 オーストリアドイツ

※中国の輸入増加は が背景経済発展

輸出 輸入



③製材(角材に加工された木材)… の生産が中心

■輸出は１位 (減少)・２位 (増加)・３位 .

■輸入は１位 ・２位 (激減)・３位 .

※米国の輸入減少は の減少が要因,中国の輸
入増加は が背景

住宅着工戸数
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③合板(薄く切った単板を互い違いに重ねて熱圧接着した木質
ボードのこと)

■輸出は１位 (激増)・２位 ・
３位

■輸入は１位 (激減)・２位 ・３位 .

※中国の輸入減少は, 中国国内での の発展による合板製造業
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(３)日本の木材輸入

①日本の木材自給率・・・・ ％

→ 林業は沈滞し、 などが行われず人工林の荒廃が進
んでいる。

３２

間伐



②日本の外材依存
・・・・製材は ％,パルプ・チップ用材は100％,合板は ％外

材に依存
60 80



■丸太・・・ が激減

※丸太輸出規制のため

③木材の輸入先変化(2005年から2015年の変化)

ロシア



■製材・・・・ からの輸入割合が多く、 が減少ヨーロッパ カナダ



■パルプ・チップ・・・・製紙原料に適した 等の人工林資
源が充実しつつある が多いが
近年、 が急増。
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この木はユーカリの木。コアラが食べる
タイプのユーカリではありません。非常

に成長が早い木で、植えてから７年でパル
プのチップ用として伐採される。



■合板・・・・・丸太の伐採量を制限している や
からの輸入割合が増加している

マレーシア

中国


